
（一般会計） （単位：千円）

81 2款 1項 9目

既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

81 2款 1項 9目

既存事業の実績等を踏まえ、所要額を精査しました。

81 2款 1項 9目

所管局の要求どおり計上しました。

81 2款 1項 9目

所管局の要求どおり計上しました。

事務事業名

局/部/課

予算書Ｐ. 総務費

＜事業の目的・内容＞

行政管理費

行財政改革推進本部/行政改革チーム

増減

8,277

　本市の行財政改革の理念やこれまでの成果を踏まえ、引き続き、全職員の知恵と
工夫による、更なる事業の見直し・改善を行うとともに、市民目線による行財政改
革を積極的に推進します。

総務費 総務管理費 行政管理費

事務事業名

3,823前年度予算額

3,918予算額

査定区分 C

査定の考え方

〔要求と査定経過〕

行財政改革推進事業

公共施設マネジメント推進事業

局/部/課

8,277

95 

8,277

予算額

市長

財政局長

行財政改革推進本部/行政改革チーム

総務管理費

3,918

3,918

4,968

〔要求と査定経過〕

市長

財政局長

要求

〔要求と査定経過〕

市長

財政局長

事務事業名 事務改善推進事業

△ 3,188 

10,097

902

11,465

　｢さいたま市公共施設マネジメント計画｣に基づき、全市的・総合的な視点から公
共施設の効果的かつ効率的な管理運営を推進するとともに、この取組を推進するた
めには市民の理解と協力が不可欠であることから、市民との情報・問題意識の共有
化を図ります。
　また、市民との協働により、安心・安全・快適な公共施設の環境づくりを推進す
るため、公共施設市民パートナー制度の活用を図ります。

予算額

増減

前年度予算額

要求

査定区分 B

査定の考え方

＜事業の目的・内容＞

902

局/部/課

予算書Ｐ.

要求

査定区分 A

902

予算書Ｐ. 総務費 総務管理費 行政管理費

＜事業の目的・内容＞

902

1,187

　少子高齢化が進み、財政状況が非常に厳しくなる一方で、多様化、複雑化する行
政課題に対応する必要があることから、民間の活力やノウハウ、アイデアを行政に
活用し、公共サービスを提供するＰＰＰ(公民連携)の取組を推進します。
　また、｢さいたま市外郭団体経営改革推進委員会｣の助言等を受けながら、外郭団
体改革を推進します。

局/部/課 行財政改革推進本部/民間力活用チーム

予算書Ｐ. 総務費

査定の考え方

増減 △ 285 

査定の考え方

総務管理費 行政管理費

行財政改革推進本部/行政改革チーム

前年度予算額 4,808

7,181

7,181

7,181

〔要求と査定経過〕

市長

財政局長

要求

査定区分 A

増減 2,373 

予算額 7,181

＜事業の目的・内容＞

事務事業名 民間力活用推進事業

　全ての職員が業務改善を実践するための強化月間や庁内改善事例発表会の開催、
全国都市改善改革実践事例発表会への参加により、職員が業務改善を身近に感じ、
改善・改革が日常的に継続されるような組織風土の確立を目指します。
　また、全職員を対象に｢さいたま市職員の働きがいや職場環境等に関するアン
ケート｣を実施し、その結果を職場環境等の改善、人材育成等に反映させること
で、市民サービスの向上につなげます。

前年度予算額

〔査定区分〕　A:要求どおり　B:査定率(査定/要求)80％～100％未満　C:査定率60％～80％　D:査定率40％～60％　E:査定率40％未満
※ 市長査定終了後、効率的な予算執行等の観点から他局等に予算を移管した場合、市長査定額と最終予算額が異なります。


